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１．研究計画の概要 

 食事がもたらす顔面表情の変化は、乳幼児
から高齢者まで広く観察される。食卓に向か
っただけで、視覚・嗅覚情報に基づいて顔面
表情は大きく変わる。また、口に入れた食物
による触覚などの体性感覚や味覚の情報も
顔面表情をときに大きく変える。梅干しやレ
モンを口にしたときの顔面表情を例に挙げ
るまでもない。しかし、このような食事に伴
う顔面表情の変化は日常的に知られていな
がら、その定量的な解析は必ずしも十分では
ない。すなわち、これまでの顔面表情に関す
る研究報告においては、例えば各種味溶液を
口に与えた刺激に対して乳児が示す相貌変
化を連続写真によって比較するなど、その解
析法の多くは定性的である。定量的な解析法
を用いても、顔面の動きを数値化するに止ま
っている。対して、客観的かつ定量的な解析
（例えば、表情筋の筋電図を使用した解析）
は、現在までのところおこなわれていない。 

 研究代表者らは、これまで、食事に伴うヒ
トの様々な運動や反応に興味を持ち、研究を
おこなっている。例えば、咀嚼筋・嚥下関連
筋活動、舌筋活動、口の動きに連動した頭頸
部の動き、などである。その結果、「1. 食事
などに伴う口の動きは頭頸部に特有の同期
運動を誘発する」、「2. 嚥下時の姿勢（体幹角
度）は舌筋活動の持続時間に影響を及ぼす」、
「3. 食品の温度や味は嚥下筋活動時間や活
動量に影響しないが、筋活動パタンに影響す
る可能性が示唆される」などの研究成果を挙
げ、国際誌に報告してきた。これらのうち、
特に知見 3.を受けて、筋の活動時間や活動量
だけではなく、その時系列上のパタンをも解
析する手法を模索した。その結果、「TP 法」
と称する手法の開発に成功した。TP 法とは、

筋活動の記録（筋電図）において、筋活動の
全量に対する所与の活動量に至るまでに要
する時間を基準化し、筋活動パタンを定量的
に表す手法である。この TP 法を咀嚼・嚥下
時の関連筋活動の解析に適用したところ、筋
活動は食品によって特有の活動パタンを呈
するとわかった。この成果は、従来的な言語
に依る食品の評価（官能評価）に加えて、言
語に依らない筋活動パタンを用いた食品評
価の可能性を示唆する。本研究においては、
これまで咀嚼筋や嚥下関連筋を対象として
確立してきた TP 法を顔面筋に適用すべく計
画された。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 研究は、表情の動画ならびに筋電位を解
析するための観察・記録システムの構築から
始めた。被験者の顔面表情をあらわす特徴点
（眉の両端、目尻、口角など）の移動量を動
画解析の計測対象とするとともに、笑筋と皺
眉筋を対象に表面筋電図を記録した。また、
被験者が食品を目視した時点を精密に記録
するために眼球運動測定器を利用した。 

 このようなシステムのもと、まずは被験者
に実際の食品（ケーキ、レモン、事前調査で
被験者が「嫌い」と答えたセロリ）を喫食さ
せて応答を調べた。その結果、笑筋：ケーキ
の目視；皺眉筋：レモンの喫食およびセロリ
の目視と喫食の際に筋活動量の増大が認め
られた。同時に、表情にも「笑顔」や「しか
め面」など特徴的な変化が現れたが、頭部が
無固定であったため、動画から特徴点の移動
量を定量化することはできなかった。 

 

(2) そこで、頭部を固定し、正面からのビデ
オ撮影を可能とするため、ゴムチューブを介
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した味刺激を試みた。材料としては実際の食
品ではなく、四基本味（高・低の 2 濃度段階）
の水溶液を用いた。また、顔面には眉および
目、頬、口の周囲にマーカーを貼付し、動画
解析における参照点とした。 

 その結果、低・高濃度の酸味や高濃度の苦
味で「眉をしかめる」等の応答を見せる被験
者もいたが、多くのケースでは表情の変化は
認められなかった。これより、日常に見られ
る喫食時の表情変化は、単純な味応答ではな
く、視覚や嗅覚、さらには情動や周囲環境か
らもたらされていると考えられる。 

 一方、味刺激後の瞬目に着目したところ、
味溶液による刺激は対照（蒸留水刺激）に比
べて有意に多数の瞬目を誘発し、また、高濃
度の酸味および苦味刺激は反応速度がより
高速であると分かった。瞬目は、一般に光・
音・触圧ないし痛みに対する防衛反応として
知られ、健常成人における味刺激に対する応
答としての報告は見られない。今回得られた
瞬目味応答の原因として、未知で長潜時の
gusto-facial 回路が関与すると考えられるほ
か、扁桃体を介した忌避ないし恐怖反応の一
種である可能性もある。 

 

３．現在までの達成度 

③ やや遅れている 

 計画にある、表情筋から記録した筋電位の
TP 法を含めた解析が未だおこなわれていな
い。TP値の算出には記録開始時点と終了時点
の確定が決定的に重要であるが、それらの理
論的根拠および実運用の手段について検討
中である。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 基本味溶液は顔面表情（眼瞬を除く）に大
きな影響を与えないことが示唆されたため、
頭部を固定のうえ（「顎台」を購入済み）、実
際の食品を目視および喫食させた際の顔面
表情の動画および筋電位データを採取し、解
析する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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